
、



い） 相反方程式
→ 係数が左右対称のもの （た2）-2t+3=0
→ がで割って . ×+fを置換すれば

のは

t h a t + 1 = 0
（次数を下.tn？ので解きやす
い！

（t-i）2=o
t = 1 となるので、

> キ0の確認は忘れずに！
×+f= 1 で重解

が-2×3+3×2-2X+1=0
×2-X+1=0X=0は解ではないので、 X2で

両辺割って .が2×+3-ftp.T鱭鬭が た璺 が求める解である、旬が 嚇
（ただ）-2（x+i）+3=0

ここで ' t=×+fとおくと，
たが1×+が-2より.



に） どうやってい）の形にするか？ そこで、例えば For とかで I変数化（初見の対応は前回の動画で）
してみるが、'符号が tになる -.-（前回）

はp）4+（p-r）4+はバ=o
→ この形は 「

❤

_の方がありがたい
し？？ n e n e← 回転移動とわかる

が-2で +3/-21 /+1=0 1変数-_-
→ これで 1変数化すれば

（i） の形が現れる！！

が暇は
全てバ
ラバラ |
1ことれるわけではなく、 2つ決まれば d - P = Z， 0 - f = W とおくと、
残りは自動で決まる. 点の f . I は三角形を成すので、Zキ0
→ 実質ニー変数. さらに . r - x = （r-p）-（〆-p）

= w - Z より、
• さらに、その2変数の同次一一式になる （d-p）4+（p-8）とはバ=0 は

→ 分数にして1変数一一化できる. z4+1-w）4+（w-z）4=0 と表せる。
→ この方程式が（i）の形になるんじゃ ー ー 2 変 数 ！ 同 次 式 ！ないか？



琳爀が壩で
齭尚""""暀

さ60°回転させた点がCは）となる。川が+1、もりた。..。
つまり、正三角ーー形である。

→ このままJについてももちろんOK

ここで、 Y=Vとおくと、②は
2 で _T b i - 4 v + 2 = 0 .......：

：鑞び-2で+3で-2V+1=0」バッチリ
となり、い）よりこの解は

ひに

"

が_
である。 メつまり、題意の式は

• 点 r
に？_=cos（さ60°）
+is

inに60°）

回転移動→極形式と同値なので、 にしたい


